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 １．研究目的  
ゼローダ○Ｒ（カペシタビン、以下ゼローダ○Ｒ）による Hand-Foot-Syndrome(手足症候
群）(以下 HFS)予防のための看護支援プログラム作成に向けた基礎資料を得ることを目
的として研究 1 及び研究 2 を実施した。 
２．研究方法 
研究１は全国のがん化学療法看護認定看護師 (以下がん化学療法看護 CN)に対する質
問紙調査で、2011 年 3 月現在認定されているもののうち、氏名等が公開されている 583
名に対して行った。調査内容はゼローダ○Ｒが処方されている患者・家族に対して HFS 予















中に 8 割が行っていたが、施設内の基準があるのは 1 割に満たず、がん化学療法看護
CN による個別面談が実施されているのは 3 割にとどまった。またゼローダ○Ｒ内服中患
者への看護上の困難として、看護体制や看護師自らが抱える業務のバランス、医師・薬
剤師らとの連携、医師・薬剤師・看護師間の情報共有等が明らかとなった。  





は 8 例に発症（発赤、亀裂、乾燥、皮むけなど）、うち 2 例は休薬・減量となっていた
が、9 例が不明であった。HFS 発症の 8 事例でも、CTCAE を用いた評価や写真による
記録はなされておらず、症状の程度や経過は不明であった。  
４．考察 
関連職種に共通の HFS 評価ツール・記録基準の作成による継続的な症状モニタリン
グと、患者・家族のセルフケアに応じた介入に向けたシステムの整備が必要である。  
 
